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３ 論文の構成 
序章  
 第１節 ＣＳＲからＣＳＶへ 
 第２節 課題 
 第３節 分析対象と資料 
   3.1 分析対象の製薬会社 
   3.2 本研究におけるキーワードの定義 
 第４節 構成 
第１部 製薬会社における知的財産戦略の現状 
第１章 研究開発型製薬会社の特徴 
第１節 本章の目的 
第２節 大型医薬品依存の収益モデル 
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第３節 研究開発の特殊性 
第４節 低下した研究開発収益性 
第２章 なぜ知的財産戦略か 
第１節 本章の目的 
第２節 製薬会社における知的財産の役割 
第３節 なぜ知的財産戦略か 
     3.1 収益性の低下した理由 
     3.2  知的財産戦略の重要性 
    第４節 小括 
第３章 製薬産業における知的財産戦略の現状‐体系的なレビューを通じて 
第１節 本章の目的 
第２節 先行研究の検討 
 2.1 研究開発と企業競争力について 
 2.2 製薬会社における研究開発の収益性の変動に影響を与える要素 
第３節 先行研究についての考察 
第４節 小括 
第２部 知的財産戦略の問題点とその背景 
第４章 日欧米の製薬会社における知的財産戦略の問題点‐事例を中心に 
第１節 本章の目的 
第２節 日欧米の製薬会社の知的財産戦略の現状 
     2.1 世界医薬品市場の概況 
     2.2  日欧米の製薬会社における知的財産戦略の現状 
    第３節 日欧米の製薬会社における知的財産戦略の問題点 
    第４節 小括  
第５章 知的財産と企業財務 
第１節 本章の目的 
第２節 知的財産と企業財務 
第３節 企業財務における無形資産の役割の変遷と現状 
第４節 特許による利益の独占 
第５節 休眠特許の問題 
第３部 収益性向上のための知的財産戦略 
第６章 製薬会社における特許ライセンシング・アウトと収益性 
第１節 本章の目的 
第２節 収益性向上にライセンシングが与えた影響 
 2.1 ライセンシングとは 
 2.2  ライセンシングとコストおよび収益との関連性 
 2.3 競争優位への影響 
第３節 製薬会社におけるライセンシングの状況 
 3.1 各社におけるライセンシングの現状 
 3.2 ライセンシング実施の背景と阻害要因 
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 3.3 財務業績 
第４節 ライセンシング・アウトと収益の増加 
第５節 小括 
第７章 外部資源活用と最適外部依存 
第１節 本章の目的 
第２節 先行研究の検討 
  2.1  資源依存理論 
  2.2 最適外部依存度 
 第３節 ノバルティスとギリアド・サイエンシズの比較分析 
  3.1ノバルティスの事例 
  3.2ギリアド・サイエンシズの事例 
  3.3 両社の比較分析 
 第４節 小括 
第４部 新たな知的財産戦略への展望 
第８章 知的財産戦略と研究開発の収益性向上‐コー・イノベーションの視点から 
    第１節 本章の目的 
    第２節 分析と考察 
第３節 ネットワーク型研究開発の構築と研究開発収益性の向上 
第４節 新たな知的財産戦略への展望‐コー・イノベーション視点の意義 
 4.1 知的財産戦略の過去、現在、将来 
 4.2 コー・イノベーションに向けた知的財産戦略の意義 
   第９章 本論文のまとめと今後の課題 
    第１節 各章のまとめ 
    第２節 本論文の意義 
第３節 本論文の限界と今後の課題 
   参考文献 
 
４ 論文の概要 
 本論文では、第１部で、製薬会社の知的財産戦略の現状を知的財産戦略の実態および変化について述
べている。第１章では、研究開発型製薬会社の特徴を述べた。特に研究開発の特徴と、大型医薬品依存
の収益モデルという特徴は、知的財産戦略を分析するには重要だとしている。 
 第２章では、知的財産の役割、研究開発の収益性低下の要因を分析した上で、研究開発の収益性を向
上させるためには、戦略の見直しが必要であるとしている。 
 第３章では、これまでの先行研究を批判的に検討し、収益性低下の改善については、①スケールメリ
ットの限界、②外部資源活用がコスト削減に有効であること、③ポートフォリオにおける選択と集中が
コスト削減に有効であること、などを示した。 
 第２部では、知的財産戦略の問題点を指摘した。第４章では、世界の大手製薬会社１０社を対象とし
て、経営方針や企業目標を分析した。その結果、知的財産戦略において、①既製品の追加開発で収益拡
大を図る、②外部資源を積極的に活用することを示した。そしてこの業界では自社の資源を外部に提供
する特許ライセンシング・アウトが見られないことを明らかにした。 
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 第５章では、企業経営において知的財産は競争優位を維持するツールと利益を確保するツールである
とした。そしてその役割への期待が優位性のある特許を活用はしているものの、特許ライセンシング・
アウトを推進していないことを指摘した。 
 第３部では、本論文のメインテーマである研究開発の収益性をどのように向上させるかを提示した。 
 第６章では休眠特許のライセンシング・アウトを論じている。ここではコスト削減の視点からではな
く、利益向上の視点から休眠特許の有効性を分析した。 
 第７章では、外部資源活用と最適外部依存について論じている。ノバルディスとギリアド・サイエン
シズの事例を取り上げている。 
 第４部では、新たな知的財産戦略への展望としてコ ・ーイノベーションの視点を論じた。第８章では、
休眠特許のライセンシング・アウトという視点の重要性を論じた。さらに、持続的視点から、外部資源
活用における最適外部依存を達成するために、知識の獲得能力、社内の吸収・活用能力、いわゆるダイ
ナミック・ケイパビリティーが重要であるとした。 
 第９章では、内部資源を外部に提供する活動と外部資源を内部に取り込む活動、コー・イノベーション
の重要性を指摘している。そして最後に研究開発の収益性を持続的に向上させるためには、休眠特許のラ
イセンシング・アウトを進めると同時に、外部資源活用によるコアコンピタンスの強化が重要であること
を示した。 
 
５ 論文の特質 
今日的課題の一つとして、薬価の高さが問題となっている。これは、先進国の保険受給者および富裕層はと 
もかくとして、保険未受給者および貧困層、さらには発展途上国の多くの人々が、先端的な医薬品を利用で
きない状況となっている。したがって、いかにしてこの高額の薬価を引き下げるかが、国際的・業界的課題となっ
ている。薬価の高さは、大手製薬会社の薬品開発における知的財産の高額さに起因しており、知的財産制度
や経営戦略の在り方が問題となっている。 
 本学位請求論文は、このような状況で、大手製薬会社の知的財産戦略について、先行研究を吟味すると同
時に特許制度など関連問題を吟味して、その本質を解明している。この課題では、クラウドファンディングや発
展途上国におけるベンチャービジネス設立による解決など、様々な先行事例が存在するが、本論文では「コ
ー・イノベション」の側面から解決策を提示している。 
 以上のように本論文は、大手製薬会社の知的財産戦略について、過去の研究を吟味した上で、その問題点
をいくつかの角度から分析して、今後の有効な手立てを提言している。 
 医薬品の高価格の要因について「研究開発の収益性が低い」ということを指摘し、その理由として、
（１）制度上の理由、（２）特許切れ、（３）複雑性、の３点を挙げている。 
 そして、この課題を解決するためには、（３）の複雑で費用がかかるという問題を取り上げ、ここ
に焦点を絞って分析をしている。 
 費用を節約する方法としては、臨床試験など研究開発のプロセス上の費用を節約することが重要だと
している。 
 従来、この課題については、費用削減策として外部資源の活用だけが取り上げられたが、本論文は、
さらに（１）休眠特許の活用、（２）自社の人材育成、（３）社内での知識の蓄積、を取り上げた。 
 
６ 論文の評価 
本論文は、医薬品の高額さゆえに新興国の人々が、有用な医薬品を手に入れることが出来ない事情
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を踏まえ、「医薬品アクセス問題」を少しでも解消するために、社会問題としての側面と企業の競争力の
向上という両面から、知的財産問題を取り上げ、具体的提言と課題を取り上げている。 
第１部では、研究開発型製薬会社の特徴を指摘し、知的財産戦略の重要性を確認している。続いて
収益性向上に関する従来の研究を検討し、製薬会社が採用してきた知的財産戦略について詳細に分
析している。 
第２部では、知的財産戦略の問題点が生じた背景を分析するために、知的財産の役割を企業財務の
視点から分析している。 
第３部では、研究開発の収益性をどのように向上させ、あるいは持続させるかについて対策を示して
いる。とりわけライセンシング・アウトについて、ここではコスト削減だけではなく、その活発な利用につい
ても論じている。さらに外部資源活用と最適外部依存についても論じている。 
第４部では、知的財産戦略における「コー・イノベション」について論じている。クローズド・イノベーショ
ン、オープン・イノベーション、そしてコー・イノベションへの変化を認識し、インサイド・アウトとアウトサイ
ド・インの双方向を遂行するコー・イノベションの重要性を指摘している。 
本論文は、以上のように、知的財産戦略において外部資源活用を単なるコスト削減対策として捉える
のではなく、自社の研究開発能力の向上にも有効であることに加え、収益拡大の視点から自社の資源を
外部に提供することの重要性も明確にしている。 
審査の面接において、大きく二つの面から指導的な助言が行われた。それはコスト削減での経営戦
略の分析において財務的特質を明確に示すこと、それから会計的分析においてアプローチの方法、用
語の概念において、厳格性および近年の研究を重視することが求められた。 
 
７ 論文の判定 
 本学位請求論文は、経営学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたものであり、本学
学位規定の手続きに従い、審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したので、博士（経営学）
の学位を授与するに値するものとする。 
 
                                         以上 
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